
１．人件費の状況（普通会計決算） 

（注）1.人件費には、一般職員の給与、特別職の給料・報酬、共済組合負担金等が含まれています。 
　　　2.実質収支＝歳入総額－(歳出総額＋翌年度へ繰り越すべき財源)

町
職
員
の
給
与
や
職
員
数
を
公
表
し
ま
す

町
職
員
の
給
与
や
職
員
数
を
公
表
し
ま
す 
町
職
員
の
給
与
や
職
員
数
を
公
表
し
ま
す 

　
町
職
員
の
給
与
は
、
生
活
費
、
並
び
に
国
、
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
及
び
民
間
企
業
の
従
事
者
の
給
与
等
を
考
慮
し
て
、
町
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で

定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
長
、
議
長
及
び
特
別
職
の
報
酬
等
は
、
町
内
の
各
種
団
体
の
代
表
者
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
意
見
を
聴

い
て
、
町
議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
て
い
ま
す
。
職
員
の
給
与
等
の
状
況
を
広
く
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。 

区　分 実質収支 

平成24年度 

住民基本台帳人口 
（年度末） 

19,224人 

（H25.3.31現在） 

歳出額 
（A） 

7,090,163

千円 

人件費 
（B） 

1,267,205

千円 

人件費率 
（B÷A） 

17.9

％ 

前年度 
人件費率 

17.2

％ 

166,844

千円 

２．職員給与の状況（普通会計決算） 

（注）1.職員手当には児童手当、退職手当を含みません。 
　　　2.職員数は平成２４年４月１日現在の人数です。 

区　分 

３．職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 

（注）1.一般行政職とは、特別職、税務職、看護・保健職、福祉職、教育職、企業職及び技能労務職を除いたものです。 
　　　2.技能労務職とは、運転員、調理員、作業員などです。 
　　　3.平成２５年度福崎町のラスパイレス指数（国家公務員の給料を１００として算出する）は１０７.６となっています。 

区　分 
平均給料月額 

一　般　行　政　職 

平均給料月額 平均年齢 

320,257円 41.0歳 

307,220円 43.1歳 

334,572円 53.3歳 

272,119円 49.9歳 

平均年齢 

技　能　労　務　職 

福　　崎　　町 

国 

給　　与　　費 

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） 

平成24年度 

職員数 
（A） 

137 495,136

千円 人 

173,705

千円 

741,879

千円 

１人当たり給与費 
（B÷A） 

5,415

千円 

73,038

千円 

（平成25年4月1日現在） 

（平成25年4月1日現在） ４．職員の初任給の状況 
区　分 

一般行政職 
大学卒 

福　崎　町 

（平成25年4月1日現在） ５．職員の経験別・年数別・学歴別標準給料月額の状況 

（平成25年4月1日現在） 

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年 

265,700円 302,500円 356,100円 

212,700円 265,700円 302,500円 

国 

172,200円 172,200円 

140,100円 140,100円 高校卒 

一般行政職 
大学卒 

高校卒 

区　分 

６．一般行政職の級別職員数の状況 
区　分 

標準的な職務内容 

職員数　（人） 

構成比　（％） 

参考 1年前の構成比 

計 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 

1036642278122

100.05.85.840.826.27.711.81.9

100.06.811.840.221.56.910.82.0

町参事 
課　長 
課参事 

課　長 
課参事 
副課長 

課長補佐 
係　長 
主　査 

係　長 
主　査 

主　事 主　事 

（注）1.職員数は、福崎町給与条例にもとづく給料表の級区分による職員数です。 
　　　2.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 

　福崎町では、町が管理する施設（役場、保育所、給食センター等）で業務の一時的増加、職員の疾病、産休
時に短期間でアルバイトを採用しています。 
　アルバイトは登録制になっており、採用時にはこの登録台帳により選考し、本人と契約します。 
　随時受け付けしています。希望者は総務課人事係（内線２２２）へ。 

役場アルバイトの登録制度について 役場アルバイトの登録制度について 役場アルバイトの登録制度について 

１０ 



部門別職員数の状況 

７．職員の手当の状況 
区分 

退職手当 

退職時の 
特別昇給 

期末手当 
勤勉手当 

地域手当 
（平成２５年　 
　４月１日現在） 

管理職手当 
（平成２５年　 
　４月１日現在） 

扶養手当 
（平成２５年　 
　４月１日現在） 

住居手当 
（平成２５年　 
　４月１日現在） 

通勤手当 
（平成２５年　 
　４月１日現在） 

特殊勤務 
手当 

（平成２４年度） 

時間外 
勤務手当 

福　崎　町 国の制度との比較 
（平成25年度支給割合） 

  
6月期 
12月期 
計 

期末手当 
1.225月分 
1.375月分 
2.60月分 

勤勉手当 
0.675月分 
0.675月分 
1.35月分 

（支給率） 
勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 

自己都合 
23.03月分 
32.83月分 
46.55月分 
55.86月分 

勧奨・定年 
28.7875月分 
38.955月分 
55.86月分 
55.86月分 

職制上の段階、職務の 
級等による加算措置 

その他の加算措置 

平成２１年度から制度廃止 

無 無 

配偶者 
扶養親族１人につき 
配偶者のない場合の１人目 
年度始め満１５歳～年度末満２２歳の子加算額 

13,000円 
6,500円 
11,000円 
5,000円 

職員全体に占める手当支給職員の割合 
支給対象職員１人当たり平均支給年額 
手当の種類（手当数） 
　感染症防疫作業手当（1） 

4.2％ 
20,333円 

交通機関の利用者 
　実費支給 
　６か月定期券等の価格による一括支給 

交通用具利用者 
通勤距離 

 
ただし最高55,000円 

 
１km　～　40km以上　 

3,500円　～　35,000円　 

 
2km　～　60km以上 

2,000円　～　24,500円 

借家居住者 
月額12,000円以上の家賃を払っている職員 

 
最高27,000円 

自宅居住者 
世帯主である職員に支給 2,500円 

支給総額 
支給対象職員１人当たり年額 

27,543千円 
245,917円 

支給総額 
支給対象職員１人当たり年額 

35,402千円 
327,801円 

定年前早期退職特例措置（2％～20％） 

有 同じ 

同じ 

同じ 

異なる 

同じ 
（制度はあるが　　　　　 
　福崎町の区域は無支給） 

技監１８/１００、町参事職１７/１００、 
課長１５/１００、課参事１１/１００、 
副課長１０/１００ 

異なる 
7級　88,500円～66,400円 
6級　72,700円～51,900円 
5級　59,500円～49,600円 

同じ 

同じ 

同じ 

無 

同じ 

異なる 

同じ 

２４
年
度 

２３
年
度 

（注）1.退職手当については、兵庫県市町村職員退職手当組合に加入 
　　　　していますので、支給率は本組合条例で定められています。 
　　　2.普通会計を対象としています。 

８．職員の福祉および利益の保護の状況 

共済制度 
　職員は、社会保険制度の一環として、兵庫県 
市町村職員共済組合または公立学校共済組合に 
加入し、医療、年金などの給付を受けています。 

　職員は、一般財団法人兵庫県市町職員互助会 
及び福崎町職員互助会に加入し、福利厚生の充 
実を図っています。 

定期健康診断、人間ドック、脳ドック、子宮が 
ん検診を実施 

公務災害　１件 
通勤災害　０件 

（平成２４年度） 

勤務条件に関する措置の要求　０件 
不利益処分についての不服申立て　０件 

（平成２４年度） 

互助制度 

健康管理 

公務災害 

措置要求・ 
不服申立て 

１０．定員の状況 

１１．定員適正化手法の概要 

区分 

平成２４年 

職員数 

一般行政 
部門 

特別行政 
部門 

公営企業等 
会計部門 

普通会計 

合　　　計 

主な増減理由 
平成２５年 
の対前年 
度増減数 部門 

（各年４月１日現在） 

議会 
総務 
税務 
民生 
衛生 
農林水産 
商工 
土木 
小計 
教育 
小計 
計 
水道 
下水道 
その他 
小計 

3人 
30 
7 
43 
11 
10 
1 
13 
118 
36 
36 
154 
7 
9 
10 
26 
180

平成２３年 平成２５年 
3人 
28 
8 
42 
11 
10 
1 
13 
116 
39 
39 
155 
7 
9 
10 
26 
181

3人 
32 
8 
43 
11 
9 
2 
13 
121 
37 
37 
158 
7 
7 
10 
24 
182

0人 
2 
1 
0 
0 

△1 
1 
0 
3 
1 
1 
4 
0 

△2 
0 

△2 
2

 

 

兵庫県への研修派遣終了による増 

 

 

商工部門へ移管 

農林水産部門から移管 

 

 

埋蔵文化財調査専門員の採用 

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する 
　　　休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いたものです。 

　第４次の定員適正化計画においては、前計画で目標を上回
る減員となりましたが、行政サービスの低下につながらない
よう住民のニーズに合致した行政体系を構築するとともに、
地域主権改革に伴う事務量の増大や、経済情勢や少子高齢化
への対応など時代背景を把握しながら、具体的には現業職の
退職不補充、事務事業の広域行政化、組織機構の改革、執務
能率の向上等により職員の定員適正化に努めます。 

　定員適正化計画は、平成２２年度に第４次計画を策定し、平成２７年
度を目標年として、取り組んでいます。第３次計画において１０人の減
員目標に対し計画を大きく上回る１９人の減員となりましたが、基本的
に増員は行わず現状を維持しながら効率的な行政運営に努めます。 

問い合わせ先　総務課　人事係（内線222） 

部　門 区　分 H２４年 H２３年 H２５年 H２６年 H２７年 H２７年 
目標数値 

増減数 
職員数 

実　績 
一般行政 

特別行政 

公営企業等 

合　計 

計
画 

増減数 
職員数 

実　績 

計
画 

増減数 
職員数 

実　績 

計
画 

増減数 
職員数 

実　績 

計
画 

△8 
118 
116 
△3 
38 
39 
2 
26 
26 
 

182 
181

H２２年 
（計画年） 

 
126 
118 
 
41 
38 
 
24 
26 
 

191 
182

 
118 
118 
 
38 
36 
 
26 
26 
 

182 
180

 
118 
121 
 
38 
37 
△1 
25 
24 
△1 
181 
182

 
118 
 
 
38 
 
 
25 
 
 

181

 
118 
 
△1 
37 
 
 
25 
 
△1 
180

 
118 
 
 
37 
 
 
25 
 
 

180

○詳しい内容は町ホームページに掲載しています。 

地域振興課の新設、公営企 
業等会計部門から移管 

水道課と下水道課を統合し、 
1人を一般行政部門へ。1人 
を兵庫県へ研修派遣 

１１ 

（注）町長・副町長・教育長の給与減額措置 
　　　期末手当の役職加算（基礎額の１０%）は平成２０年度からカットしています。 

９．特別職報酬等の状況 

区　分 期末手当 

6月期　1.85月分 
12月期　2.05月分 

 
計　3.90月分 

給料・報酬月額 

830,000円 
673,000円 
620,000円 
356,000円 
265,000円 
245,000円 

平成２５年４月１日現在 
町　長 
副町長 
教育長 
議　長 
副議長 
議　員 

給料 

報酬 給料・報酬月額に上の支給割合 
を乗じた額が支給されます。　 

定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要 



生活科学 
センター 
だより 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
 

大
人
に
だ
ま
っ
て
 

さ
わ
ら
な
い
！
 

 

月 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１ 

２ 

３ 

予　　　定 

総会・記念講演会 

消費者の日・買い物袋持参キャンペーン 

見学会（環境問題） 

廃油からの石けん・キャンドルづくり 

夏休み親子教室（料理実習・エコ学習） 

消費者懇談会 

講演会（悪質商法手口について） 

先進地視察（食の安全） 

料理教室（米の消費拡大推進） 

講演会（健康について） 

環境にやさしいみんなの生活展・家庭用品修理会 

活動発表会・講座修了式 

平成２６年度の内容 

（都合により変更する場合があります。） 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

〔
相
談
〕 

　
小
学
５
年
生
の
子
ど
も
が
、
遊

ん
で
い
る
ゲ
ー
ム
機
で
ソ
フ
ト
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
こ
と
を
最

近
知
っ
た
。
ゲ
ー
ム
機
の
画
面
に

は
母
親
が
も
っ
て
い
る
カ
ー
ド
の

マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い
た
。
内

緒
で
持
ち
出
し
、
ゲ
ー
ム
機
の
画

面
の
と
お
り
に
番
号
を
入
れ
て
い

く
と
、
ソ
フ
ト
が
買
え
た
。
後
日

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
約
８
万
円

の
請
求
書
が
届
い
た
。 

　
何
か
救
済
さ
れ
る
方
法
は
な
い

だ
ろ
う
か
。 

（
４０
歳
代
男
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
民
法
で
は
、
未
成
年
者
が
法
定

代
理
人
の
同
意
を
得
ず
に
行
っ
た

法
律
行
為
は
取
消
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
未
成
年
者
が
ア

カ
ウ
ン
ト
（
使
用
す
る
権
利
）
の

年
齢
を
成
人
と
偽
っ
て
登
録
し
た

場
合
、
ゲ
ー
ム
業
者
が
未
成
年
者

契
約
の
取
消
し
を
認
め
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
親
が
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作

成
し
、
子
ど
も
が
な
り
す
ま
し
で

使
っ
た
場
合
も
、
ゲ
ー
ム
業
者
が

未
成
年
者
契
約
の
取
消
し
を
認
め

な
い
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
現

在
、
業
者
と
交
渉
中
で
す
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
関
す
る

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
１６
歳
未
満
の
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
が
多
く
、
低
年
齢
化
が
見

ら
れ
ま
す
。 

 

＊
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
一
度
入
力

し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号

が
一
定
時
間
有
効
の
ま
ま
に
な

っ
て
い
て
、
子
ど
も
が
有
料
ア

イ
テ
ム
を
購
入
で
き
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
の
ほ
か
、
大
人
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
勝
手
に
持
ち

出
し
番
号
を
入
力
す
る
ケ
ー
ス

な
ど
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決

済
に
関
す
る
相
談
事
例
が
あ
り

ま
す
。 

 

＊
大
人
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

ゲ
ー
ム
機
の
料
金
体
系
、
決
済

方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
確
認
し
、

ゲ
ー
ム
の
遊
び
方
や
ル
ー
ル
に

つ
い
て
、
子
ど
も
と
よ
く
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。 

 

＊
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
管
理
に

は
十
分
注
意
し
、
カ
ー
ド
番
号

だ
け
で
買
い
物
が
で
き
る
こ
と

を
子
ど
も
に
き
ち
ん
と
伝
え
ま

し
ょ
う
。 

 

＊
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
う
こ

と
は
現
金
で
の
買
い
物
と
同
じ

こ
と
だ
と
、
子
ど
も
に
し
っ
か

り
と
教
え
ま
し
ょ
う
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

福崎町消費者の会　会員募集 福崎町消費者の会　会員募集 
　私たちのくらしを見直し、環境にやさしい生活に

ついて考えてみませんか。 

　消費者の会では、毎月テーマを決めて、日常生活

の身近な問題について学習しています。 

申し込み先　福崎町消費者の会 

　　　　　　（事務局：生活科学センター内） 

会　費 

　年間６００円 

対　象 

　どなたでも 

連絡先 

　生活科学センター 

　（　２２－４９７７） 
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平
成
２２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

三
木
家
住
宅
主
屋
の
修
理
工
事

も
４
年
目
と
な
り
ま
し
た
。 

 

　
１
年
目
は
表
門
と
厩
・
南
土

塀
の
一
部
を
解
体
し
ま
し
た
。

２
年
目
は
主
屋
の
解
体
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。
３
年
目
は
組

立
工
事
に
着
手
し
、
軸
組
（
柱

や
梁
の
構
造
部
分
）
を
修
理
し

ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
、
屋
根
の
垂
木
や

野
地
板
（
下
地
）
を
修
理
し
、

瓦
を
葺
い
て
い
る
ほ
か
、
土
壁

の
下
地
と
な
る
竹
小
舞
の
修
理

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一

部
、
床
下
の
発
掘
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。 

　
工
事
は
、
建
築
年
代
や
修
理

の
変
遷
、
技
法
な
ど
の
文
化
財

調
査
と
並
行
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
主
屋

の
建
築
年
代
は
２
階
の
壁
板
か

ら
発
見
さ
れ
た
墨
書
か
ら
宝
永

２
年
（
１
７
０
５
）
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
技
法
や
材
料
の
違
い
、

納
ま
り
な
ど
か
ら
、
当
初
は
南

列
に
部
屋
は
２
室
し
か
な
く
、

元
文
２
年
（
１
７
３
７
）
に
仏

間
と
表
座
敷
の
２
室
が
増
築
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

①
発
掘
調
査 

　
建
築
当
初
の
建
物
の
痕
跡
を

求
め
て
、
増
築
部
の
仏
間
床
下

の
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

床
下
土
間
も
貴
重
な
文
化
財
で

あ
り
、
県
教
育
委
員
会
の
指
導

の
も
と
、
最
小
限
の
発
掘
と
し

ま
し
た
。 

　
発
掘
の
結
果
、
地
中
か
ら
石

列
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
石
列

は
、
建
物
の
軒
下
犬
走
り
と
庭

の
境
に
設
け
ら
れ
る
雨
垂
れ
石

で
、
仏
間
の
前
身
は
外
部
と
わ

か
り
、
仏
間
が
増
築
で
あ
る
こ

と
を
裏
付
け
る
重
要
な
発
見
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
は
部
分
的

な
発
掘
で
し
た
が
、
全
面
的
に

実
施
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
成
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
将
来
の
課

題
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

②
修
理
の
方
針 

　
文
化
財
の
修
理
で
は
、
破
損

や
腐
食
し
た
部
材
の
み
、
取
り

替
え
ま
す
。
１
０
０
年
程
度
の

間
隔
を
目
安
に
、
定
期
的
に
実

施
さ
れ
る
修
理
工
事
の
た
び
に

当
初
の
部
材
は
減
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
で
き
る
限
り
取
替
部

材
は
少
な
く
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
柱
の
根
継
を
は
じ
め
、

垂
木
や
野
地
板
な
ど
も
良
い
部

分
は
残
し
、
悪
い
部
分
は
新
し

い
材
料
で
繕
い
な
が
ら
、
可
能

な
限
り
元
に
戻
し
ま
す
。 

　
土
壁
の
下
地
材
の
竹
小
舞
は
、

文
化
財
修
理
で
も
取
り
替
え
る

こ
と
が
多
い
部
材
で
す
が
、
三

木
家
で
は
破
損
し
た
竹
の
み
取

り
替
え
て
、
再
使
用
し
ま
し
た
。 

　
建
物
が
破
損
す
る
原
因
の
一

つ
は
雨
漏
り
で
す
。
修
理
前
の

主
屋
も
棟
積
が
崩
れ
、
侵
入
し

た
雨
水
の
た
め
、
瓦
が
ず
れ
、

木
部
を
腐
食
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
修
理
で
も
瓦
を
再
使
用

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
が
、
天

明
２
年
（
１
７
８
２
）
の
葺
き

替
え
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
瓦
が

多
く
、
今
後
の
耐
力
に
問
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
鬼
瓦
や
軒
先

の
文
様
の
あ
る
約
物
瓦
を
除
き
、

大
屋
根
は
新
し
い
瓦
で
葺
い
て

い
ま
す
。
古
い
瓦
の
中
で
、
次

の
修
理
ま
で
耐
え
ら
れ
そ
う
な

瓦
は
、
影
響
の
少
な
い
下
屋
で

一
部
使
用
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
ま
す
。 

県指定文化財・三木家住宅　保存修理工事報告④ 県指定文化財・三木家住宅　保存修理工事報告④ 県指定文化財・三木家住宅　保存修理工事報告④ 

う
ま
や 

は
り 

た
る
き 

の
じ
い
た 

た
け
こ
ま
い 

あ
ま
だ 

む
な
づ
み 

や
く
も
の 

げ
　
や 

ね
つ
ぎ 
福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

64

福
崎
町
教
育
委
員
会 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

▲床下発掘調査で発見された石列 ▲野地板（屋根の下地）修理のようす 

▲小舞組（土壁の下地）修理のようす ▲軒の縄巻のようす 
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１４ 

歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り 

　
３
月
１
日
か
ら
開
催
し
て
い
る

企
画
展
で
は
、
神
戸
大
学
地
域
連

携
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
研
究
に
よ

り
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
地
域
の

歴
史
資
料
を
、
調
査
の
よ
う
す
と

と
も
に
紹
介
し
ま
す
。 

　
調
査
で
は
、
三
木
家
文
書
の
分

析
や
、
松
岡
家
に
関
す
る
資
料
を

収
集
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
地
域
の
歴
史
を
紹
介
し
ま

す
。 

平
成
２５
年
度
　

企
画
展 

【
協
力
】
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー 

入館無料 
３月３０日まで開催 

　
企
画
展
開
催
中
、
手
づ
く
り
の

ひ
な
飾
り
を
集
め
た
「
み
ん
な
の

ひ
な
ま
つ
り
展
」
、
「
ふ
く
さ
き

歴
史
体
験
隊
写
真
展
」
も
開
催
し

て
い
ま
す
。 

同
時
開

同
時
開
催 

同
時
開
催 

ふくさき歴史体験隊 
凧づくり・凧あげ　 

　
平
成
２５
年
度
特
別
展
と
し
て
、

「
福
崎
の
く
ら
し
〜
米
づ
く
り
と

人
々
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
農
具
や
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
、

米
づ
く
り
に
ま
つ
わ
る
人
々
の
く

ら
し
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究

科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

事
業
で
は
、
福
崎
町
の
歴
史
に
関

す
る
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

　
平
成
２５
年
度
は
、
町
広
報
誌
を

通
じ
て
、
風
土
記
や
三
木
家
、
松

岡
家
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。
１
月
に
は
三
木
家
文

書
調
査
や
聞
き
取
り
調
査
、
現
地

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
「
古
文
書
を
読
む
会
」

や
連
続
講
座
の
講
師
と
し
て
も
、

ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

特
別
展
図
録
〜
好
評
発
売
中
〜 

（
Ａ４
判
・
２４
ペ
ー
ジ
、
３００
円
） 

当
館
で
販
売
し
て
い
ま
す
。 

分析をすすめた三木家文書 

聞き取り調査のようす（小倉区） 

　
３
月
３０
日
ま
で
開
催
し
て
い
る

企
画
展
で
は
、
兵
庫
県
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
に
伝
わ
る
民
俗
行
事

や
信
仰
、
祭
り
な
ど
を
半
世
紀
に

わ
た
り
調
査
し
て
こ
ら
れ
た
民
俗

学
研
究
者
の
蔵
書
を
展
示
し
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
は
、
平
成
２５
年
度
に
ご

遺
族
の
方
か
ら
計
１
０
２
６
冊
を

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。 

　
書
籍
の
中
に
は
、
民
俗
学
関
連

の
研
究
書
や
雑
誌
、
兵
庫
県
内
の

民
俗
調
査
報
告
書
、
民
俗
誌
、
市

町
史
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

本
文
に
は
多
数
の
線
引
き
や
書
き

込
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
民
俗
学
研
究
者
自
身

が
調
査
し
、
編
さ
ん
し
た
自
治
体

史
や
関
連
書
籍
か
ら
は
、
地
域
の

民
俗
文
化
へ
の
情
熱
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
本
展
を
通
じ
て
、
地
域
の
身
近

な
歴
史
を
調
べ
る
楽
し
み
を
見
つ

け
て
く
だ
さ
い
。 

柳
田
國
男
記
念
館
だ
よ
り 

『日本の民俗』全４７巻 

虫干し作業 

企画展 

民
俗
誌
探
訪
！ 

〜
地
域
の
民
俗
に
情
熱
を
注
い
だ
研
究
者
〜 

３
月
３０
日
ま
で 
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右
の
歌
は
、
柳
田
國
男
が
氏
神

で
あ
っ
た
鈴
ノ
森
神
社
を
偲
ん
で

詠
ん
だ
歌
で
す
。
幼
い
こ
ろ
、
兄

弟
た
ち
と
の
遊
び
場
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
の
神
社
は
、
國
男
に
と
っ

て
、
福
崎
で
過
ご
し
た
記
憶
の
な

か
で
も
特
に
思
い
入
れ
が
深
い
場

所
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
『
故
郷
七

十
年
』
に
も
た
び
た
び
鈴
ノ
森
神

社
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
登

場
し
ま
す
。
境
内
に
は
、
歌
に
も

詠
ま
れ
た
ヤ
マ
モ
モ
の
木
が
残
り
、

参
道
に
は
、
大
正
９
年
に
兄
の
松

岡
鼎
と
と
も
に
奉
納
し
た
大
玉
垣

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
井

上
通
泰
も
鈴
ノ
森
神
社
に
つ
い
て

の
歌
を
詠
ん
で
い
る
ほ
か
、
松
岡

映
丘
も
最
晩
年
に
病
身
を
押
し
て

参
拝
し
て
お
り
、
國
男
の
み
な
ら

ず
松
岡
兄
弟
全
員
に
と
っ
て
思
い

出
深
い
神
社
で
あ
る
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
松
岡
兄
弟
と
も

ゆ
か
り
が
深
く
、
現
在
で
も
学
問

や
安
産
の
神
と
し
て
地
域
の
信
仰

を
集
め
て
い
る
鈴
ノ
森
神
社
で
す

が
、
詳
し
い
創
建
年
代
な
ど
は
今

の
と
こ
ろ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
南
北
朝
時
代

に
成
立
し
た『
峯
相
記
』に「
鈴
森
」

の
地
名
が
見
え
る
の
が
、
同
社
に

か
ん
す
る
最
も
古
い
記
録
に
な
り

ま
す
。『
峯
相
記
』に
よ
れ
ば
、 

 

酒
見
大
明
神
（
現
加
西
市
）
が
、

毎
年
御
祓
の
た
め
に
飾
磨
ま
で

赴
い
て
い
た
が
、
後
に
こ
れ
を

田
原
川
（
現
岩
尾
川
）
で
行
う

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
場
所
が

「
鈴
森
」
で
あ
る
。 

 

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
記
事
か
ら
だ
け
で
は
、
当

時
、
こ
の
場
所
に
社
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
ま
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
酒
見
社
の
神
事
が
執
り

行
わ
れ
る
、
重
要
か
つ
神
聖
な
場

所
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。 

　
ま
た
、
時
代
が
下
っ
て
、
江
戸

時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
地
誌
『
播

磨
鑑
』に
も
「
鈴
の
森
」
の
名
前
が

見
え
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
も

神
社
と
し
て
で
は
な
く
、
歌
枕（
和

歌
の
題
材
と
さ
れ
る
名
所
旧
跡
）

の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
鈴
の
森
」

の
説
明
と
し
て
、 

 

一
宮
伊
和
大
明
神（
現
宍
粟
市
）

の
祭
神
、
男
己
貴
尊
が
、
峯
相

山
（
現
姫
路
市
）
か
ら
宍
粟
へ

遷
座
す
る
際
、
播
磨
中
の
神
々

が
集
ま
っ
た
場
所
で
あ
る
。 

 
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
『
峯
相
記
』
や
『
播
磨
鑑
』
の
記

事
か
ら
は
、
社
が
存
在
し
て
い
た

か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、

い
ず
れ
も
「
鈴
の
森
」
が
、
神
霊

と
か
か
わ
る
神
聖
な
場
所
と
認
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

ま
す
。
な
ぜ
、
こ
の
地
が
こ
う
し

た
性
格
を
持
た
さ
れ
た
の
か
。
そ

れ
は
、
「
鈴
の
森
」
が
「
辻
川
」
に

あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

　
「
辻
川
」
と
い
う
地
名
が
資
料

上
に
現
れ
る
の
は
、
江
戸
時
代
以

降
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

地
名
が
登
場
す
る
以
前
か
ら
、
辻

川
は
東
西
を
結
ぶ
交
通
路
と
南
北

を
結
ぶ
交
通
路
が
交
わ
る
交
通
の

要
衝
（
＝
「
辻
」
）
で
し
た
。
古
来

よ
り
「
辻
」
は
霊
的
な
力
を
帯
び

た
場
所
、
あ
る
い
は
現
世
と
異
界

と
の
境
界
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
柳
田
國
男
は
、
鈴
ノ

森
神
社
周
辺
の
神
隠
し
の
話
を
紹

介
す
る
中
で
、
同
社
が
鎮
座
す
る

辻
川
山
の
丘
陵
の
地
形
が
、
神
隠

し
の
話
が
生
ま
れ
る
の
に
都
合
の

よ
い
地
形
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
地
理
的
、
地
形

的
な
特
徴
も
、
「
鈴
の
森
」
と
い

う
場
所
の
特
殊
性
を
い
っ
そ
う
際

立
た
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
鈴
ノ
森

神
社
と
同
じ
辻
川
山
に
あ
る
北
野

天
満
宮
と
を
つ
な
ぐ
道
は
、
「
学

問
成
就
の
道
」
と
名
付
け
ら
れ
、

遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

幼
い
こ
ろ
、
こ
の
辻
川
山
で
遊
ん

だ
で
あ
ろ
う
松
岡
兄
弟
の
姿
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
、
あ
る
い
は
、

伊
和
大
明
神
の
遷
座
を
助
け
る
た

め
に
こ
の
地
に
集
っ
た
神
々
の
姿

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
散
歩
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

第３話 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

「
鈴
の
森
」
に
つ
い
て 

し
の 

み
ね
あ
い
き 

お
は
ら
い 

は
り 

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と 

せ
ん
ざ 

し
ん
れ
い 

ち
ん
ざ 

ま
か
が
み 
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県
指
定
文
化
財
の
旧
神
崎
郡

役
所
を
活
用
し
た
神
崎
郡
歴
史

民
俗
資
料
館
で
、
１
月
２２
日
、

姫
路
市
中
播
消
防
署
に
よ
る
消

防
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
１
月
２６
日
の
文
化
財

防
火
デ
ー
に
あ
わ
せ
た
訓
練
で
、

地
元
関
係
者
、
辻
川
分
団
員
、

資
料
館
職
員
な
ど
約
４０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

　
訓
練
は
、
建
物
内
事
務
所
か

ら
出
火
し
、
建
物
内
の
文
化
財

及
び
周
囲
の
山
林
に
延
焼
の
恐

れ
が
あ
り
、
建
物
内
に
逃
げ
遅

れ
の
関
係
者
が
１
人
い
る
と
の

想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
化

財
管
理
者（
職
員
）が
初
期
消
火
、

１
１
９
番
通
報
、
文
化
財
搬
出
、

避
難
誘
導
を
本
番
さ
な
が
ら
に

実
践
。
通
報
を
受
け
た
消
防
署

隊
員
、
消
防
団
員
に
よ
る
一
斉

放
水
や
、
逃
げ
遅
れ
た
関
係
者

の
救
出
救
護
も
、
実
際
の
火
災

を
意
識
し
て
、
緊
張
感
あ
る
訓

練
と
な
り
ま
し
た
。 

　
文
化
財
は
焼
失
す
る
と
、
二

度
と
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。
地
域

み
ん
な
で
火
災
か
ら
文
化
財
を

守
り
、
後
世
へ
伝
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

開
館
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
１２
月

　
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下

車
、
徒
歩
約
３０
分
、
ま
た
は
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
を
利
用
。 

　
車
は
播
但
連
絡
道
路
・
中
国
自

動
車
道
で
福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、

ま
た
は
国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
平
成
２６
年
３
月
６
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
１
０
０
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
念
館
） 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
民
） 
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《付近見取図》 

P

福
崎
駅 

←
山
崎
へ 

→
甘
地
へ 

健
康
福
祉 

　
事
務
所 

老
人
ホ
ー
ム 

辻
川
北
信
号 

柳
田
生
家 三木家 

もちむぎの 
　　やかた 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
ド 

記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

NTT

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

辻
川
信
号 

生
野
へ
↑ 

国
道
３
１
２
号 

播
但
連
絡
道
路 

中　国　自　動　車　道 

姫路へ↓ 

資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

バ
ス 

　

ロ
ー
タ
リ
ー 

N

辻川辻川 
バス停バス停 
辻川 
バス停 

P

一方通行 

利
用
案
内 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

歴
史
民
俗
資
料
館 

歴
史
民
俗
資
料
館（
県
重
文
）で
消
防
訓
練
！！
 ▲地元辻川分団の手際よい消火活動 ▲水消火器で初期消火 

▲消防署隊員が力強く放水 
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